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私と国有林 社会貢献の森「スカウトの森」活動から学ぶ

ガールスカウト千葉市協議会 会長 安達 節子氏
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ユネスコエコパークに「只見」「南アルプス」が登録

計 画 課
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第65回全国植樹祭「未来へつなぐ森の力～復興から創造へ～」

技術普及課



平
成
26
年
6
月
10
日
か
ら
13
日
ま
で

の
日
程
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
い
て

「
第
26
回
人
間
と
生
物
圏
（M

A
B

）
計
画

国
際
調
整
理
事
会
」
が
開
催
さ
れ
、
我
が

国
が
生
物
圏
保
存
地
域
（
国
内
呼
称
：
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
）
へ
の
登
録
を
推
薦

し
て
い
た
「
只
見
」
（
福
島
県
）
及
び

「
南
ア
ル
プ
ス
」
（
山
梨
県
、
長
野
県
及

び
静
岡
県
）
に
つ
い
て
、
登
録
す
る
こ
と

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
併
せ
て
、
既
に
登
録
さ
れ
て
い

る
「
志
賀
高
原
」
（
群
馬
県
及
び
長
野
県
）

に
つ
い
て
、
拡
張
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
は
、
ユ
ネ
ス

コ
の
自
然
科
学
セ
ク
タ
ー
で
実
施
さ
れ
る

ユ
ネ
ス
コ
「
人
間
と
生
物
圏
計
画
」
に
お

け
る
一
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の

で
す
。
世
界
自
然
遺
産
が
顕
著
な
普
遍
的

価
値
を
有
す
る
自
然
地
域
を
保
護
・
保
全

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
は
生
態
系
の
保
全

と
持
続
可
能
な
利
活
用
の
調
和
を
目
的
と

し
て
お
り
、
保
護
・
保
全
だ
け
で
は
な
く

自
然
と
人
間
社
会
の
共
生
に
重
点
が
置
か

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
取
組
は
、
昭
和
51
年
に
始
ま
り
、

平
成
25
年
５
月
現
在
の
登
録
総
数
は
、
１

１
７
カ
国
、
６
２
１
地
域
と
な
っ
て
い
ま

す
。ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
は
、
「
保
存
機

能
（
生
物
多
様
性
の
保
全
）
」
、
「
経
済

と
社
会
の
発
展
」
及
び
「
学
術
的
研
究
支

援
」
の
３
つ
の
機
能
を
有
し
、
個
々
の
機

能
は
独
立
の
も
の
で
は
な
く
、
相
互
に
強

化
す
る
関
係
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
３
つ
の
機
能
を
果
た
す
た

め
に
、
①
厳
格
に
保
護
し
長
期
的
に
保
全

す
る
「
核
心
地
域
」
、
②
核
心
地
域
の
バ
ッ

フ
ァ
ー
と
な
り
、
教
育
、
研
修
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
活
用
す
る
「
緩
衝
地
域
」
、
③

居
住
区
で
あ
り
、
地
域
社
会
や
経
済
発
展

が
図
ら
れ
る
「
移
行
地
域
」
を
設
定
し
ま

す
。我

が
国
で
は
、
昭
和
55
年
に
登
録
さ
れ

た
、
「
志
賀
高
原
」
（
群
馬
県
、
長
野
県
）
、

「
白
山
」
（
石
川
県
、
岐
阜
県
、
富
山
県
、

福
井
県
）
、
「
大
台
ケ
原
・
大
峰
山
」

（
奈
良
県
、
三
重
県
）
、
「
屋
久
島
」

（
鹿
児
島
県
）
、
及
び
平
成
24
年
に
登
録

さ
れ
た
「
綾
」
（
宮
崎
県
）
の
５
か
所
の

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
が
、

今
回
、
「
只
見
」
と
「
南
ア
ル
プ
ス
」
が

仲
間
入
り
す
る
こ
と
と
な
り
、
7
か
所
と

な
り
ま
し
た
。

今
回
、
登
録
が
決
定
し
た
「
只
見
」
と

「
南
ア
ル
プ
ス
」
を
含
め
、
我
が
国
で
は
、

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
核
心
地
域
や
緩

衝
地
域
は
、
国
立
・
国
定
公
園
や
国
有
林

の
保
護
林
等
と
し
て
保
全
さ
れ
て
お
り
、

関
東
森
林
管
理
局
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら

の
地
域
の
適
切
な
保
全
に
努
め
、
後
世
に

残
し
て
い
く
考
え
で
す
。

【
只
見
】

我
が
国
を
代
表
す
る
原
生
的
な
ブ
ナ
林

が
広
が
っ
て
お
り
、
核
心
地
域
及
び
緩
衝

地
域
の
ほ
ぼ
全
域
が
林
野
庁
が
管
理
す
る

国
有
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。
関
東
森
林
管

理
局
で
は
、
「
奥
会
津
森
林
生
態
系
保
護

地
域
」
や
「
会
津
山
地
緑
の
回
廊
」
等
に

設
定
し
、
厳
正
な
保
護
や
動
植
物
の
移
動

経
路
の
確
保
を
行
っ
て
い
ま
す
。

移
行
地
域
は
、
里
地
里
山
が
広
が
る
農

山
村
地
域
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
農
林
水

産
業
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

【
南
ア
ル
プ
ス
】

本
州
中
部
の
太
平
洋
側
に
お
け
る
山
地

帯
か
ら
高
山
帯
に
至
る
典
型
的
な
植
生
の

垂
直
分
布
が
残
さ
れ
て
お
り
、
核
心
地
域

の
約
６
割
が
国
有
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
及
び
中
部
森
林
管
理
局
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ユ
ネ
ス
コ
エ
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パ
ー
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ア
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」
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録

計

画

課

ブナ天然林（只見町）

（文部科学省ホームページより）



で
は
、
「
南
ア
ル
プ
ス
南
部
光
岳

（
て
か
り
だ
け
）
森
林
生
態
系
保
護
地
域
」

等
に
設
定
し
、
厳
正
な
保
護
や
保
全
を
行
っ

て
い
ま
す
。

移
行
地
域
で
は
、
風
土
を
活
か
し
た
茶

の
栽
培
、
扇
状
地
や
河
岸
段
丘
上
で
の
果

樹
栽
培
、
自
然
環
境
や
地
域
の
歴
史
・
文

化
を
活
か
し
た
環
境
教
育
・
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
志
賀
高
原
】

昭
和
55
年
に
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に

登
録
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
7
年
に

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
機
能
と
し
て

「
経
済
と
社
会
の
発
展
」
が
追
加
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
そ
の
機
能
を
果
た
す
移
行
地

域
の
設
定
を
含
め
て
拡
張
さ
れ
た
も
の
で

す
。

平
成
26
年
６
月
１
日
、
平
成
16
年
に
発

生
し
た
中
越
地
震
か
ら
10
年
の
節
目
と
な

る
新
潟
県
で
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
の
ご

臨
席
の
も
と
、
「
第
65
回
全
国
植
樹
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
は
、
長
岡
市
内
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
施
設
「
ハ
イ
ブ
長
岡
」
に
お
い
て
、
式

典
と
お
手
播
き
が
行
わ
れ
、
午
後
は
、
両

陛
下
が
中
越
地
震
の
震
源
地
に
近
い
「
川

口
き
ず
な
館
前
広
場
」
に
お
移
り
に
な
り
、

お
手
植
え
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

関
東
森
林
管
理
局
か
ら
は
、
須
藤
局
長

を
は
じ
め
、
新
潟
県
内
の
各
森
林
管
理
署

長
及
び
支
署
長
が
、
式
典
と
長
岡
会
場
で

の
植
樹
に
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
植
樹

会
場
は
、
長
岡
市
内
だ
け
で
な
く
小
千

谷
市
、
魚
沼
市
、
十
日
町
市
に
も
設
け

ら
れ
、
晴
天
に
も
恵
ま
れ
て
、
県
内
外

か
ら
の
多
く
の
参
加
者
が
植
樹
を
行
い
ま

し
た
。

今
回
の
全
国
植
樹
祭
は
、
「
未
来
へ
つ

な
ぐ
森
の
力
～
復
興
か
ら
創
造
へ
～
」
を

大
会
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
森
林
づ
く
り

や
緑
化
活
動
の
推
進
と
と
も
に
、
新
潟
県

が
中
越
地
震
の
際
に
寄
せ
ら
れ
た
支
援
へ

の
感
謝
と
震
災
か
ら
の
復
興
を
全
国
に
発

信
す
る
植
樹
祭
と
な
り
ま
し
た
。

【
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
に
出
展
】

中
越
森
林
管
理
署
と
関
東
森
林
管
理
局

（
技
術
普
及
課
）
で
は
、
式
典
会
場
に
隣

接
す
る
千
秋
が
原
「
緑
の
広
場
」
に
設
け

ら
れ
た
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
に
お
い
て
、
子

供
た
ち
を
対
象
に
し
た
木
工
ク
ラ
フ
ト
や
、

中
越
地
震
か
ら
の
復
興
を
紹
介
す
る
パ
ネ
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つ
な
ぐ
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の
力
～
復
興
か
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造
へ
～
」

技
術
普
及
課

甲斐駒ケ岳と水田（南アルプス市）

式典・お手播き会場（写真提供：新潟県）

天皇陛下お手植（写真提供：新潟県）

木工・しおり作り（サテライト会場）



ル
展
示
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

中
越
森
林
管
理
署
ブ
ー
ス
で
は
、
会
場

を
訪
れ
た
子
供
た
ち
が
木
片
・
木
の
実
を

使
っ
た
ク
ラ
フ
ト
や
、
押
し
葉
・
押
し
花

を
使
っ
た
し
お
り
作
り
を
行
い
、
森
林
に

あ
る
様
々
な
素
材
に
触
れ
る
体
験
を
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、
関
東
森
林
管
理
局
ブ
ー
ス
の
パ

ネ
ル
展
示
で
は
、
民
有
林
直
轄
治
山
事
業

に
よ
る
中
越
地
震
か
ら
の
復
旧
の
取
組
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
長
岡
市
の
ご
協
力

に
よ
り
山
古
志
地
区
で
の
中
山
間
地
型
復

興
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
し

た
。
来
場
し
た
方
か
ら
は
、
「
工
事
し
た

と
こ
ろ
が
、
ず
い
ぶ
ん
緑
に
な
っ
て
い
る

の
で
す
ね
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

去
る
６
月
１
日
に
新
潟
県
長
岡
市
で
開

催
さ
れ
た
第
65
回
全
国
植
樹
祭
に
お
い
て
、

美
し
い
背
あ
ぶ
り
の
森
を
つ
く
る
会
（
福

島
県
会
津
若
松
市
）
代
表
の
雪

孝
一
さ

ん
が
緑
化
功
労
者
と
し
て
林
野
庁
長
官
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

「
美
し
い
背
あ
ぶ
り
の
森
を
つ
く
る
会
」

は
、
平
成
13
年
に
「
森
林
と
の
共
生
」
な

ど
に
賛
同
し
て
集
ま
っ
た
会
員
約
20
名
に

よ
り
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

同
会
の
主
な
活
動
に
つ
い
て
は
、
平
成

14
年
か
ら
会
員
と
一
般
公
募
さ
れ
た
市
民

に
よ
り
、
会
津
若
松
市
東
山
ダ
ム
周
辺
の

国
有
林
を
中
心
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
サ
ク

ラ
、
モ
ミ
ジ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の
植
樹
、

遊
歩
道
の
整
備
、
森
林
散
策
会
の
開
催
や

山
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
な
ど
を
行
な

い
、
そ
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
平
成
15
年

に
、
国
土
緑
化
推
進
機
構
主
催
の
全
国
育

樹
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
「
緑
化
推

進
機
構
理
事
長
賞
」
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
平
成
18
年
か
ら
は
、
活
動
拠
点

で
あ
る
東
山
ダ
ム
周
辺
の
国
有
林
を
社
会

貢
献
の
森
（
悠
遊
の
森
林
）
と
し
、
６
月

と
10
月
に
「
里
山
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に

一
般
公
募
し
た
参
加
者
と
と
も
に
、
植
樹
、

枯
れ
木
の
植
え
直
し
や
剪
定
等
の
活
動
、

悠
遊
の
森
林
付
近
の
沢
に
お
い
て
、
ホ
タ

ル
の
住
め
る
沢
づ
く
り
と
し
て
、
草
刈
り

や
カ
ワ
ニ
ナ
の
放
流
な
ど
も
行
な
わ
れ
て

お
り
、
今
回
の
受
賞
は
、
多
年
に
わ
た
る

こ
れ
ら
の
活
動
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

今
後
に
お
い
て
も
、
同
会
の
活
動
を
よ

り
一
層
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
森
林
・

林
業
の
発
展
、
緑
化
思
想
の
高
揚
に
貢
献

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
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「

美

し

い

背

あ

ぶ

り

の

森

を

つ

く

る

会

」

緑

化

功
労
者
と
し
て
表
彰

会
津
森
林
管
理
署

今
月
の
表
紙

「
大
江
湿
原
獣
害
対
策
事
業
」

写
真
の
場
所
は
、
福
島
県
檜
枝
岐
村
の

尾
瀬
岳
国
有
林
で
、
尾
瀬
沼
の
東
に
広
が

る
大
江
湿
原
を
取
り
囲
む
林
の
中
で
す
。

ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
被
害
が
各
地
で
広

が
る
中
、
大
江
湿
原
に
お
い
て
も
植
生
被

害
が
増
加
し
、
森
林
生
態
系
に
お
け
る
影

響
だ
け
で
は
な
く
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
が

減
少
し
観
光
の
面
に
も
打
撃
を
与
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
湿
地
を
囲
む
約
3.4
km
に
高

さ
2
ｍ
の
金
網
柵
を
設
置
し
ニ
ホ
ン
ジ
カ

の
侵
入
を
抑
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

雪
対
策
な
ど
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
植

生
回
復
や
地
元
の
期
待
も
大
き
く
、
関
係

機
関
と
も
連
携
し
な
が
ら
獣
害
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す

受賞した雪 孝一さん

治山事業の展示（サテライト会場）



本
年
度
は
、
赤
谷
セ
ン
タ
ー
や
赤
谷
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
新
た
な
取
組
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。
第
1
回
と
し
て
、

【
ホ
ン
ド
テ
ン
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
活

用
し
た
環
境
教
育
教
材
の
開
発
】
に

つ
い
て
検
討
状
況
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ホ
ン
ド
テ
ン
は
日
本
全
国
各
地
、
海
岸

近
く
か
ら
奥
山
ま
で
広
く
生
息
し
て
い
る

身
近
な
動
物
で
す
。
こ
の
テ
ン
は
、
何
で

も
食
べ
る
の
が
特
徴
で
、
ネ
ズ
ミ
は
も
ち

ろ
ん
、
サ
ワ
ガ
ニ
が
大
好
物
で
、
バ
ッ
タ

類
や
甲
虫
類
も
好
物
で
す
。
樹
上
の
リ
ス

や
鳥
も
襲
い
ま
す
。
植
物
で
は
、
ヤ
マ
ブ

ド
ウ
、
サ
ル
ナ
シ
等
も
食
べ
、
日
本
に
暮

ら
す
ほ
乳
類
の
中
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

雑
食
性
を
誇
り
ま
す
。

こ
の
ホ
ン
ド
テ
ン
は
、
ネ
ズ
ミ
等
の
小

動
物
を
食
べ
る
こ
と
で
、
そ
の
数
を
調
整

し
、
植
物
の
実
を
食
べ
な
が
ら
、
糞
と
し

て
種
子
を
散
布
す
る
と
い
っ
た
森
林
の
生

態
系
の
中
で
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
が
中
心
と
な
っ
て
テ

ン
の
糞
を
採
取
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
分

析
・
評
価
す
る
ホ
ン
ド
テ
ン
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
（
以
下
：
テ
ン
モ
ニ
と
い
う
。
）

を
約
８
年
間
に
わ
た
っ
て
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
数
は
４
１
９
８
サ
ン
プ
ル
に
も

及
び
ま
す
。
こ
の
成
果
を
環
境
教
育
に
生

か
す
べ
く
新
た
な
取
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

【
テ
ン
モ
ニ
か
ら
は
じ
め
る
森
林
環

境
学
習
】

ホ
ン
ド
テ
ン
の
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ン

（
動
物
の
痕
跡
（
糞
や
足
跡
）
）
を
探
す

長
年
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活
動
で
培
か
わ
れ

て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
ホ
ン
ド
テ

ン
が
生
息
す
る
全
国
を
舞
台
に
「
人
と
森

林
（
自
然
）
と
の
つ
な
が
り
の
新
た
な
扉

を
開
く
」
日
本
初
？
の
ホ
ン
ド
テ
ン
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
た
自
然
観
察
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
な
ど
を
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
ポ
ー
タ
ー

と
協
働
で
作
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
当
面
の
課
題
】

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
テ
ン
モ
ニ
調
査

の
継
続

○
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
に
よ
る
、
ホ
ン
ド
テ

ン
の
撮
影

○
ホ
ン
ド
テ
ン
の
餌
と
な
る
動
植
物
及
び

生
息
環
境
の
調
査

な
ど
が
、
当
面
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
昨
年
ま
で
に
テ
ン
モ
ニ
調
査
を
実

施
し
て
い
た
だ
い
た
、
通
称
：
テ
ン
モ
ニ

隊
の
皆
様
及
び
足
立
高
行
先
生
（
応
用
生

態
技
術
研
究
所
所
長
）
が
引
き
続
き
協
力

し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

【
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
イ
メ
ー
ジ
】

○
テ
ン
モ
ニ
調
査
を
と
お
し
て
、
フ
ィ
ー

ル
ド
サ
イ
ン
の
見
つ
け
方
を
体
験
し
な

が
ら
、
森
林
の
生
態
系
に
つ
い
て
学
び
、

人
と
森
林
や
自
然
と
の
関
わ
り
方
に
つ

い
て
考
え
る
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る

「
ホ
ン
ド
テ
ン
の
目
か
ら
見
え
る
環
境

教
育
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
仮
称
）
」
の

作
成
を
検
討
し
ま
す
。

○
ホ
ン
ド
テ
ン
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
、

自
然
観
察
会
等
の
開
催
。
（
例
：
「
テ

ン
の
付
く
も
の
探
せ
！
」
「
テ
ン
モ
ニ

調
査
と
自
然
観
察
会
～
テ
ン
糞
か
ら
見

え
る
自
然
環
境
～
」
な
ど
）

○
作
成
し
た
本
・
冊
子
に
は
、
市
民
と
の

協
働
で
活
動
す
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等

も
掲
載
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

赤
谷
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
今
年
度

で
11
年
目
を
迎
え
ま
す
。
赤
谷
セ
ン
タ
ー

で
は
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
10
年
間
で

培
っ
た
知
見
等
を
活
用
す
る
た
め
の
様
々

な
新
た
な
取
組
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

（５）平成２６年６月２７日 関 東 森 林 管 理 局 第１２３号

ホンドテン

テンモニ調査に参加した高校生

テンモニ調査の状況



当
協
議
会
は
千

葉
市
内
の
ガ
ー
ル

ス
カ
ウ
ト
12

カ
団

が
所
属
し
、
未
来

を
担
う
少
女
達
が

さ
ま
ざ
ま
な
体
験

の
積
み
重
ね
に
よ
り
社
会
に
貢
献
で
き
る

女
性
に
成
長
す
る
よ
う
、
会
員
及
び
会
員

外
の
少
女
達
に
多
く
の
体
験
活
動
の
場
を

提
供
す
る
事
業
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

「
ス
カ
ウ
ト
の
森
」
は
、
自
ら
森
を
育
て

守
る
活
動
を
通
し
て
地
球
温
暖
化
防
止
な

ど
の
環
境
問
題
へ
の
関
心
を
促
し
、
自
然

の
大
切
さ
を
実
感
す
る
と
共
に
、
豊
か
な

感
性
を
育
む
環
境
教
育
・
森
林
体
験
活
動

事
業
と
し
て
、
13
年
前
に
始
ま
り
ま
し
た
。

木
更
津
市
高
塚
国
有
林
89
い
３
林
小
班

の
1.45
ha
の
伐
採
跡
地
を
借
り
受
け
、
千
葉

森
林
管
理
事
務
所
の
ご
指
導
の
も
と
、
平

成
13
年
３
月
に
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
会
員
や

支
援
者
が
灌
木
や
ツ
ル
を
急
な
斜
面
に
沿
っ

て
階
段
状
に
並
べ
て
整
備
す
る
地
拵
え
か

ら
手
を
つ
け
、
4
月
28
日
に
植
樹
祭
を
開

催
致
し
ま
し
た
。

当
日
は
「
地
球
の
こ
と
・
水
の
こ
と
・

空
気
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
」
小
学
1
年

生
か
ら
高
校
生
の
少
女
会
員
・
支
援
者
等

お
よ
そ
３
５
０
人
が
集
ま
り
、
杉
苗
１
０

０
０
本
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
等
の
広
葉
樹
５
０

０
本
を
植
林
、
「
ス
カ
ウ
ト
の
森
」
と
名

付
け
ま
し
た
。

こ
の
森
は
私
達
の
住
ん
で
い
る
千
葉
市

か
ら
館
山
自
動
車
道
で
約
1
時
間
の
所
に

あ
り
ま
す
の
で
、
植
樹
以
来
毎
年
、
春
と

秋
に
大
型
バ
ス
を
連
ね
て
現
地
へ
行
き
、

植
樹
し
た
木
の
下
草
刈
り
や
ツ
ル
切
り
、

歩
道
の
草
刈
り
等
を
行
い
、
雑
草
や
雑
木

に
負
け
な
い
で
木
々
が
元
気
に
育
つ
よ
う

に
保
育
作
業
を
続
け
て
い
ま
す
。
山
の
斜

面
を
登
り
、
慣
れ
な
い
鎌
で
の
作
業
は
刃

物
の
扱
い
や
危
険
回
避
の
知
識
を
身
に
つ

け
、
蜂
や
蛇
と
の
遭
遇
も
的
確
な
判
断
と

行
動
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。
毎
回
、
開
会
式
で
は
森
林
管
理
事
務

所
の
方
々
が
森
の
役
割
や
山
作
業
に
つ
い

て
教
え
て
下
さ
り
、
汗
を
流
し
た
作
業
後

の
森
林
教
室
で
は
木
切
れ
を
使
っ
た
工
作
、

ノ
コ
ギ
リ
で
丸
太
や
竹
切
り
、
昔
の
道
具

で
の
火
起
こ
し
、
大
き
な
木
の
間
に
張
っ

た
ロ
ー
プ
を
渡
る
モ
ン
キ
ー
ロ
ー
プ
等
を

体
験
し
、
楽
し
み
な
が
ら
自
然
と
ふ
れ
あ

い
、
森
林
の
大
切
さ
へ
の
理
解
を
深
め
、

後
日
、
参
加
者
は
活
動
の
中
で
気
づ
い
た

こ
と
等
を
感
想
文
に
ま
と
め
て
「
森
林
は

と
も
だ
ち
」
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募

し
て
い
ま
す
。
こ
の
林
業
体
験
と
自
然
教

室
の
案
内
は
千
葉
市
の
「
市
政
だ
よ
り
」

に
掲
載
し
、
一
般
市
民
へ
参
加
を
呼
び
か

け
て
お
り
ま
す
。

土
壌
が
良

い
と
の
こ
と

で
木
々
の
成

長
が
目
覚
ま

し
く
、
平
成

19
年
度
か
ら

は
毎
年
2
月

に
杉
の
下
枝

落
と
し
作
業
、

平
成
23
年
度

か
ら
は
杉
林

の
間
伐
作
業
も
加
わ
る
よ
う
に
な
り
、
お

陰
様
で
平
成
24
年
度
に
は
長
年
の
活
動
が

認
め
ら
れ
て
千
葉
県
ラ
イ
ト
ブ
ル
ー
少
年

賞
を
受
賞
し
、
千
葉
県
知
事
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

13
年
前
の
植
樹
以
来
、
千
葉
市
の
ガ
ー

ル
ス
カ
ウ
ト
達
は
誰
も
が
こ
の
森
に
入
り
、

体
験
活
動
を
通
し
て
多
く
の
こ
と
を
学
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
千
葉
森
林
管
理

事
務
所
の
ご
指
導
の
も
と
、
少
女
達
や
一

般
の
方
々
に
森
林
の
役
割
や
自
然
を
守
る

こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
、
自
然
に
親
し
み
、

自
然
を
愛
し
む
心
を
育
む
活
動
の
場
と
し

て
、
「
ス
カ
ウ
ト
の
森
」
事
業
を
継
続
し

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

平成２６年６月２７日 関 東 森 林 管 理 局 第１２３号（６）

社

会

貢

献

の

森

「

ス

カ

ウ

ト

の

森

」

活

動

か

ら

学

ぶ

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
千
葉
市
協
議
会

会
長

安
達

節
子

森林教室で火おこし体験

周りの草を刈って歩道整備

下草刈が終わって記念撮影



私
が
勤
務
す
る
谷
地
森
林
事
務
所

は
群
馬
県
北
部
の
川
場
村
に
位
置
し
、

約
４
７
０
０
ha
の
国
有
林
を
管
理
し

て
い
ま
す
。

川
場
村
は
村
内
の
90
％
が
森
林
で

す
。
北
に
百
名
山
の
武
尊
山
（
標
高

２
１
５
８
ｍ
）
を
有
し
、
豊
か
な
自

然
環
境
を
生
か
し
た
「
田
園
理
想
郷
」

を
目
指
し
て
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

ま
れ
て
い
て
、
森
林
を
木
材
資
源
と

し
て
ば
か
り
で
は
な
く
、
都
市
交
流

事
業
や
ス
ポ
ー
ツ
事
業
な
ど
多
面
的

な
資
源
と
し
て
利
用
を
進
め
て
い
ま

す
。村

内
国
有
林
に
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
の

専
用
コ
ー
ス
を
整
備
し
て
、
毎
年
大

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は

１
０
０
km
の
コ
ー
ス
を
設
定
す
る
予

定
で
、
国
有
林
も
協
力
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
冬
場
の
森
林
レ
ク
の
代
表

格
ス
キ
ー
場
も
も
ち
ろ
ん
健
在
で
す
。

ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
村
内
に
は
道
の
駅
の
中
で
人
気

ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
「
川
場
田

園
プ
ラ
ザ
」
が
あ
り
、
週
末
に
は
首

都
圏
に
近
い
こ
と
も
あ
り
大
賑
わ
い

で
す
。
こ
の
よ
う
に
地
元
と
の
関
係

も
深
い
分
、
時
に
は
関
係
機
関
や
森

林
管
理
署
と
の
調
整
に
走
り
回
っ
て

大
変
な
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、
地
域

の
中
で
仕
事
を
し
て
い
る
実
感
の
あ

る
森
林
事
務
所
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
我
が
仕
事
場
は
、
村
の
北

に
そ
び
え
る
上
州
武
尊
山
の
山
麓
・

山
腹
。
こ
こ
で
森
林
調
査
、
境
界
巡

視
、
林
況
把
握
な
ど
に
走
り
回
る
毎

日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

ご
紹
介
し
た
国
有
林
で
す
が
、
少
々

自
然
が
豊
か
す
ぎ
る
の
か
？
最
近
は

し
ば
し
ば
ク
マ
の
影
が
ち
ら
つ
い
て
、

戦
々
恐
々
気
味
の
日
々
を
送
っ
て
い

ま
す
。

左
の
写
真
は
、
ク
マ
に
よ
る
ヒ
ノ

キ
造
林
木
の
剥
皮
被
害
で
す
。
森
林

管
理
署
管
内
の
東
の
方
で
始
ま
っ
た

ク
マ
被
害
で
す
が
、
次
第
に
範
囲
を

広
げ
て
、
当
事
務
所
の
国
有
林
で
も

こ
ん
な
状
況
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
左
下
の
写
真
は
山
中
に
設

置
し
た
ス
ズ
メ
バ
チ
の
誘
引
剤
を
入

れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
す
が
、
甘
い

香
り
に
は
ク
マ
も
引
き
寄
せ
ら
れ
る

よ
う
で
、
ツ
メ
で
ざ
っ
く
り
と
引
き

裂
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
味
を
覚

え
た
ク
マ
が
、
山
中
の
休
憩
所
や
車

輌
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
狙
う
の
で
は

な
い
か
と
、
少
々
心
配
で
す
。

つ
い
先
日
は
、
つ
い
に
樹
上
の
若

グ
マ
と
御
対
面
…
。
早
々
に
ク
マ
の

方
が
退
散
し
て
く
れ
た
の
で
事
な
き

を
得
ま
し
た
が
、
さ
す
が
に
写
真
を

撮
る
余
裕
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
ん
な
ワ
イ
ル
ド
な
？
職
場
で
は
あ

り
ま
す
が
、
机
仕
事
で
は
味
わ
え
ぬ

自
然
の
造
形
に
出
会
え
る
の
も
こ
の

職
場
な
ら
で
は
の
こ
と
。
森
林
調
査

で
は
自
然
な
ら
で
は
の
家
族
連
れ
の

よ
う
な
ミ
ズ
ナ
ラ
に
出
会
っ
て
み
た

り
、
寒
い
冬
の
早
朝
の
現
場
行
き
で

は
、
思
わ
ず
車
を
止
め
て
１
枚
撮
っ

て
し
ま
う
よ
う
な
景
色
に
も
出
会
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

出
会
え
る
と
思
い
ま
す
が
、
良
い
こ

と
も
悪
い
こ
と
も
貴
重
な
機
会
と
し

て
経
験
を
積
み
重
ね
て
い
く
つ
も
り

で
す
。

（７）平成２６年６月２７日 関 東 森 林 管 理 局 第１２３号

上州武尊山 山頂

川場スキー場

クマによる剥皮被害の状況

クマが切り裂いた蜂誘引のペットボトル



紹介する”いちおしスポット”は、福島県南会津郡只見町の「恵みの森」です。

只見町布沢地区の奥地、大滝沢沿いに広が

るブナの原生林で、束松山国有林のうち４７

０ｈａを「郷土の森」として設定している所

です。

只見町は、「自然首都・只見」をキャッチ

フレーズにブナの原生林を主体とした森林を

保護するとともに、当該地区の歴史や文化的

背景を踏まえた活用を通じて地域振興を図っ

ており、これらの要望にこたえ積極的に活用

することを目的に郷土の森の協定を締結して

います。

集落から現地の入り口まで道幅が狭く大型

バスが入れなく団体の入り込みが難しく、ま

た、この地域は豪雪地のため、入り込み期間

は５月中旬から１１月中旬頃までとシーズン

は短かく、天候にも左右されますが、最近は

リピーターも多く、年間約４千人から６千人

の入り込みがあります。

森の入り口には案内板も整備され、春の雪

解けを待って多くの人が訪れます、雪解けと

ともにブナの芽吹きを目にしたときは感動的

です。

また、森の中には、なだらかな遊歩道と穏

やかな流れの沢の中を歩くコース（長靴がお

すすめ）も整備され初心者でも気軽に森林浴

や沢歩きが楽しめることが魅力です。

大滝沢は約４ｋｍに及ぶ一枚岩でその流れ

の中には「大滝」「下滝」「中滝」「魚止滝」

の４つの滝があります。

夏には、下界の暑さをよそに渓流トレッキ

ングで涼風がカラダ中に染みわたり、沢遊び

など森の中は最高のシーズンを

迎えます。

「恵みの森」を訪れるグルー

プの中には子供連れも多く、大

滝沢の中での水遊びに興じる歓

声が聞こえ、楽しい夏の思い出

にしてくれることと思います。

町では、地元ガイドや宿泊で

きる「山村くらし体験施設」の

整備をして「お・も・て・な・

し」をしていますので「恵みの

森」を訪れ、体感してみてはいか

がでしょうか。

平成２６年６月２７日 関 東 森 林 管 理 局 第１２３号（８）

■ 会津森林管理署 南会津支署 http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/minamiaizu/index.html
〒967-0692 福島県南会津郡南会津町山口字村上867

ＴＥＬ:0241-72-2323（代表） FAX:0241-23-2334
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恵みの森入り口

恵みの森の中での沢遊び

恵みの森の中のブナ林


